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鬼あ昂もF盈Cも　Resonant fluorescence lidar measurements of several metaric aもo瓜s and ions

弛ave been prepared at Tokyo　朗etropolitan Uoiversiもy. The purpose of these measむre血e虫tS

an盛　prese包t state of the preparaもio払　are reported.

⊥_｣_塩地起

一般に共鳴散乱断面積は､他の散乱形態に比べて圧倒的に大きい散乱断面樽を持つ｡ライダー

測定にこれを利用して遠方の微塵成分の遠隔測定が行われている｡その代表的な成功例は､高度約

90k m付近に成層するナトリウム原子層の地表からの測定である｡これまでにライダーによりな

された中間圏金属原子及びイオンの観測は､ナトリウム､カリウム､リチウムとその同位体､カル

シウムとそのイオン､鏡等数穫寒に及んでいるが､ナトリウム以外は観測グループがフランスの1

ダル-プ､且観点に限られておりその追試は行われていない｡

中間圏の大気パラメータを測定する道具としては､ライダー､ M Uレ-タやロケットが利岡され

てきたが､ライダ-ほ､他の測定法に比べ多くの優れた点を持っている｡その中でも､共鳴散乱ラ

イダーによ　りナトリウム層を測定しそれをトレ-サにして中間圏の大気パラメータを測定する方法

は､偽の方法にくらぺ経済的であり､長期観潮や多点観潮､飛行体措蔵による移勤観測等今後の都

岡の拡大が考えられるO

2^-M.壁___観｣盛

共喝散乱ライダーによ　り測定可能な主な中間圏金属原子と同調波長をTable lに示す.これら

の測定対象にたいして以下の測定及び開発を計画している｡

①できるだけ多くの金属原子層の測定を行い､まだ不確定要素を多く含むその生成論に対する決

定的を糸田を得ると同時に､中間圏の大気波動のトレーサとしてナトリウム層以上の緒泉が期待で

きる金属原子を確認する｡

②中間圏の大気波動のトレーサとしてのナトリウム層の定常観潮とナトリウム層の温度測定を行

う｡

⑨これらの測定に不可欠な波長同調技術やデータ解析技術の開発を行う｡

ユ⊥__盟_選

共鳴散乱ライダーにより測定可能な金属康子の共喝波長は､紫外域から近赤外域まで広く分布

している｡共鳴波長がM gとそのイオンのように､成層圏オゾン層の強い吸収帝と重なる紫外域に

あるものは､衛星搭哉ライダーとしてほ有用であるが地表からの測定には不向きである｡その他の

金属原子の測定の可能性は､ほとんどレ-ザの性能に依存している｡

我々の準備しているレ-ザの性能表をTable　2に示す｡高出力Y A Gレ-ザを基本として､その

二倍波で色素レ-ザを助起し､そのまた二倍波をとることによりTable lに示した金属原子の全て

の共喝散乱波長をカバーすることができる｡ナトリウム層の温度を測定するには､更なる波長の狭
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帯域化を必要とするが､ K､ N a､ Liの分布測定については十分の性能を有していると考えられ

る｡受信鏡が､現在のところ直径28c mのものしか準備されていないため､ K､ N a､ Li以外

の金属原子の測定については､大型受信鏡が必要である｡共鳴散乱ライダーにおいて重要な波長同

調システムは､シーダとしてTiサファイアレーザを用いるインジェクションシーディングによっ

て試みている｡この方法によれば､ △fが3p mの精度でチューニング可能が容易である｡

4 .まとめ

レ-ザ技術及びライダー技術の進歩により､中間圏ナトリウム層の測定に限れば比較的容易な

ものとなりつつあるが､その他の金属原子層の測定や層の温度測定等､まだ開発が遅れている課題

があり､今後これらのライダーの開発を行うと同時に付随する技術の開発を行う予定である｡
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Table 1 Resonance lines of letaric species

species resonance lines　人

7　6　6　4 . 9 1

7　6　9　8. 9　8

6　7　0　7.84

5　8　8　9. 9　5

5　8　9　5. 9　2

4　2　7　4 . 8　0

4　2　5　4 . 3　5

4　2　2　6. 7　3

0　3　3. 0　7

4　0　3　0. 7　6
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TabSe　2　Specificaもion of laser system

Nd:Y A G Energj

l a s e r

D Y E

l a s e r

十　S H G

3　9　6　8.4　7

3　9　3　3.6　7

3　9　4　4.0　3

3　0　8　2. 1 6

3　8　5　9.9 1

3　7 1 9.94

2　8　5　2. 1 3

2　7　9　5. 5　3

1 .0　6〟m 1.0 J /pulse

0.5　3〟m　　　　5　00mJ pulse

Repetition rate l O H z

(A)

管avelength　　　　380nm-9　0　0丑血

Efficency　　　　28%-1 0%(p…ping efficency by SHG of Nd:YAG laser)

Line　腎idth 0.0　7　c m-1
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